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令和８年度（令和８年１０月入学含む） 

大学院博士前期課程入学者選抜学力試験問題 

（海洋生命資源科学専攻 共通科目 海洋生命資源科学） 

採点基準及び出題の意図 

 

 

 
 

 

採点基準 

 

問 1   

通し回遊のカテゴリーであるanadromy（遡河回遊）, catadromy（降河回遊）、および 

amphidromy（両側回遊）について、それぞれのカテゴリーの特徴が本文の記述に基づい
て説明されていること。 

 

問 2  

通し回遊を行う水生生物（魚類、無脊椎動物等）について、具体的な生活史（産卵場所、
稚仔の生息場所、成育場所、回遊時期等）が説明されていること。 

 

問 3  

両側回遊の生活史進化要因として、McDowallは特に仔魚期の分散戦略に着目したこと、
しかし、分散過程における生残低下の可能性や、多くの両側回遊性魚類において淡水域
に生涯留まる個体も存在することを理由として、近年は分散戦略が両側回遊の進化要因
であることに疑問が呈されていることについて説明されていること。 

 

 

 

出題の意図 

水生生物の回遊に関する論文を読んで生物の生活史特性を正しく理解し、自分の考えや

知識を論理的かつ具体的に述べることができているかを問う。 
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